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テーマ4. 2変量の関連 

• 地球の大きさを測る 
• 相関 

• 回帰分析 

• 最小二乗法 

• 相関と因果 

•ランダム化臨床試験と医療の進歩 
• ランダム化による因果関係の証明 
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慢性骨髄性白血病 

• 血液のがん 

• フィラデルフィア染色体という遺伝子変異を
起こした造血幹細胞が, 分化能を保ったまま骨
髄で異常増殖する疾患 

• 10万人に1人の頻度で成人に多い 

• 1980年代は不治の病だった 
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慢性⾻骨髄性⽩白⾎血病の患者1106⼈人に,	
  	
  
イマチニブという新薬または	
  
インターフェロンα+シタラビンという	
  
標準治療療をランダムに割り付け,	
  	
  
中央値で19ヶ⽉月追跡	
  

O’Breien,  et  al.  New  Engl  J  Med  2003;  348:994-­‐1004
 TIME, May 28, 2001 | Vol. 157 (Time Inc.)
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ランダム化臨臨床試験と	
  
因果関係の証明�
• ランダム化臨臨床試験の結果,	
  イマチニブにより⽣生存
期間が延びるという因果関係が⽰示された�

• 製薬会社は,	
  試験結果を根拠に承認を取得�
• 診療療ガイドラインで標準治療療として推奨�
• 今では,	
  患者の8割以上が⻑⾧長期⽣生存を得られるように�

22�⼩小児⽩白⾎血病・リンパ腫の診察ガイドライン  2011年年�
⽇日本⼩小児⾎血液学会(編)  ⾦金金原出版�



テーマ4のまとめ 

• 相関 
• 二つの確率変数 X と Y が独立でないこと 

• 因果 
• 原因と結果の関係があること 

• 回帰分析 
• 相関関係を調べるための方法 

• Y=α+βX+ε 

• ランダム化臨床試験 
• 薬の効果（因果関係）はランダム化臨床試験
によって証明 
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さらに学びたい人に 

• 教科書 
• 高校生からの統計入門. 加藤久和著. 筑摩書房2016 
• 統計学入門. 東京大学教養学部統計学教室編. 東京大学出版会1991 

• 引用文献 
• Stigler. Ann Stat 1981;9(3):465-74 
• Anscombe. Am Statistician 1973;27(1):17-21 
• O’Breien, et al. New Engl J Med 2003; 348:994-1004 
• 商業統計（産業細分類別）
（http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/syougyo/index.html） 

• 人口動態調査（http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1.html） 
• 国民健康・栄養調査
（http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kenkou_eiyou_chousa.ht
ml） 
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